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３
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　福
井
県
支
部

地
域
の
宝
・
少
年
を

　非
行
か
ら
守
ろ
う

パ
ネ
ル
展
の
開
催

九
月
二
十
二
日
（
日
）、
福

井
市
和
田
地
区
の
「
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
に
お
い
て
少
年

非
行
防
止
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
住
民
の
連

携
と
文
化
の
向
上
、
地
域
の

安
全
安
心
を
願
っ
て
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
大
勢
が
参
加
し
ま
す
。

今
年
も
大
勢
の
住
民
が
集

ま
る
こ
の
ま
つ
り
に
善
行
活

動
を
普
及
し
よ
う
と
恒
例
の

少
年
非
行
防
止
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
最
近
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
少
年
の

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
」
で
す
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
同
じ
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
趣
向
を
持
っ
た
人
と
交
流

が
で
き
る
と
若
者
の
間
で
は

流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に

は
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
、
性

的
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
利
用

す
る
場
合
に
注
意
す
る
こ
と

を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
展
示
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
の
展
示
コ
ー

　　大
阪
府
吹
田
市
支
部

交
通
安
全
祈
願
千
羽
鶴

を
株
式
会
社
ム
ロ
オ
様

に
贈
呈

令
和
元
年
度
の
交
通
安
全

祈
願
千
羽
鶴
は
、
十
月
八
日

（
火
）
十
一
時
よ
り
、
吹
田
市

岸
部
中
二
丁
目
に
あ
る
株
式

会
社
ム
ロ
オ
関
西
地
区
大
阪

支
社
様
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
ム
ロ
オ
は
広
島

県
呉
市
に
本
社
を
置
き
、
北

海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
全

国
七
十
四
カ
所
を
拠
点
に
展

開
さ
れ
て
い
る
運
輸
会
社
で

す
。
チ
ル
ド
輸
送
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
国
内
最
大
規

模
の
低
温
物
流
を
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。「
安
全
・
確
実
・

迅
速
」
を
基
本
に
、
様
々
な

安
全
へ
の
取
り
組
み
を
実
践

さ
れ
て
お
り
、
安
全
性
優
良

事
業
所
に
認
定
さ
れ
て	

Ｇ	

マ
ー
ク
を
取
得
さ
れ
、
安
全

教
育
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

当
日
は
吹
田
市
支
部
か
ら
、

永
田
昌
範
支
部
長
、
西
川
俊

孝
副
支
部
長
、
宮
浦
ミ
ネ
子

会
計
、
柴
田
佐
智
子
監
事
、

砂
川
敬
子
・
田
中
惠
美
子
理

事
、
林
泰
史
事
務
局
長
と
、

紹
介
者
の
小
川
章
正
会
員
の

八
名
が
出
席
し
、
支
部
長
あ

い
さ
つ
の
後
、
株
式
会
社
ム

ロ
オ
大
阪
支
店
所
長
代
理
の

木
嶋
康
弘
様
に
交
通
安
全
祈

念
千
羽
鶴
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

木
嶋
様
か
ら
は
、
安
全
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
、
お
礼
と
交
通
安
全

の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

小
平
市
は
都
心
か
ら

二
十
六
キ
ロ
。
武
蔵
野
台
地

上
に
あ
り
ま
す
。
玉
川
上
水
、

野
火
止
用
水
、
狭
山
境
緑
道
、

都
立
小
金
井
公
園
を
結
ぶ
小

平
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
小

平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
（
水
と

緑
の
散
歩
道
）
に
囲
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
は
、「
美
し

い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道

五
百
選
」
の
認
定
コ
ー
ス
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
水
の

道
、
緑
の
道
、
風
の
色
が
見

え
て
く
る
散
歩
道
と
し
て
、

春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

然
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
小
平
市
民
の
「
宝
も
の
」

で
す
。

春
に
は
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
、
ケ
ヤ
キ
の
芽
吹
き
が
始

ま
り
、
日
ご
と
に
そ
の
葉
を

大
き
く
茂
ら
せ
、
薄
緑
色
の

若
葉
が
美
し
く
、
ま
た
、
華

や
か
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
も
出

現
し
ま
す
。
そ
し
て
夏
に
は

そ
の
木
々
は
一
段
と
緑
を
増

し
人
々
や
小
動
物
に
格
好
な

日
陰
を
提
供
し
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
潤
い
の
場
と
な
り
ま

す
。
秋
に
は
武
蔵
野
の
風
景

を
色
濃
く
残
す
雑
木
林
で
は
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紅
葉
、
枯
れ
葉
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

冬
に
な
る
と
葉
を
落
と
し
た

木
々
は
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
健
気
に
揺
れ
て
い
ま

す
。
時
に
は
雪
化
粧
を
し
た

ロ
ー
ド
は
春
と
は
違
っ
た
表

情
を
見
せ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
真
っ

白
い
雪
道
を
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
歩
く
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
沿
線

の
主
な
見
所
を
小
平
の
西

端
「
玉
川
上
水
小
平
監
視
所
」

か
ら
時
計
回
り
に
紹
介
し
ま

す
。
玉
川
上
水
の
唯
一
の
親

水
場
所
「
上
水
小
橋
」、「
東

京
都
薬
用
植
物
園
」、
小
平
駅

近
く
の
「
都
営
小
平
霊
園
」、

１
２
０
０
株
が
彩
る
「
あ
じ

さ
い
公
園
」
か
ら
「
斉
藤
素

厳
の
彫
刻
の
小
路
」
を
辿
り
、

小
平
の
古
民
家
等
を
集
め
た

「
小
平
ふ
る
さ
と
村
」、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
で
き
る
「
た
け

の
こ
公
園
」、「
都
立
小
金
井

公
園
」、
近
代
彫
刻
の
巨
匠
、

平
櫛
田
中
の
終
焉
の
館
が
保

存
さ
れ
て
い
る
「
平
櫛
田
中

彫
刻
美
術
館
」、
本
物
の
下
水

道
管
に
入
れ
る
「
ふ
れ
あ
い

下
水
道
館
」、
市
民
の
ス
ポ
ー

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

夢
余
生

　米
寿
卒
寿
の

　笑
い
皺北

海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
良
い
で
す
ね
。
老
後
を
達
観
し
た
人
の
心
の
ゆ
と
り
が
伝
わ
り

ま
す
。
ま
た
、言
う
に
言
え
な
い
人
生
の
哀
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

○

ブ
ー
タ
ン
の

　王
子
と
笑
む

　悠
仁
さ
ま

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
の
間
に
あ
る
王
国
で
、
標
高
七
千
メ
ー
ト

ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
心
の
底
か
ら
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
王
子
さ
ま

と
悠
仁
さ
ま
の
対
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

○

天
の
声

　心
で
聞
い
て

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
も
っ
と
具
体
的
に
作
句
し
て
も
い
い
か
な
。

　
　思
い
切
っ
て
朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
「
天
声
人
語
」
の
語
句
を

頂
い
て
《
天
声
人
語

　わ
た
し
を
連
れ
出
す

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

《
こ
の
一
日
が

　こ
ん
な
に
良
い
と

　気
付
い
た
日
》

評
／
台
風
十
五
号
、
十
九
号
、
十
月
二
十
五
日
の
豪
雨
で
家
を
流
さ

れ
た
人
達
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
汗
を
拭
い
た
直

後
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
の
爽
や
か
な
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
記

事
を
あ
る
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

　
　善
行
川
柳
も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
い
の
で
す
が
、
渦
を
巻
い

て
流
れ
る
世
上
の
痛
ま
し
い
事
柄
を
川
柳
の
表
現
に
ど
う
や
っ
た

ら
も
っ
て
い
け
る
か
、
取
り
入
れ
る
事
が
出
来
る
か
、
踏
み
込
ん

だ
心
情
の
表
現
を
模
索
す
る
の
は
、
新
年
の
課
題
の
一
つ
に
し
ま

し
ょ
う
か
。

　　大
分
県
大
分
支
部

選
考
委
員
会
の
開
催

令
和
元
年
七
月
二
十
五
日

桃
園
校
区
公
民
館
に
お
い

て
「
秋
季
善
行
表
彰
推
薦

書
」
の
選
考
を
行
っ
た
。
大

分
支
部
で
は
七
名
の
選
考

委
員
を
指
名
し
、
そ
の
任
に

当
っ
て
い
ま
す
。
主
に
書
類

内
容
の
不
備
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
事
が
目
的
で
す
。
今
日
は

日
中
三
十
三
度
の
炎
天
下

中
、
全
員
の
出
席
を
頂
き
会

議
を
開
き
ま
し
た
。
本
年
度

も
多
く
の
皆
様
の
推
薦
書
が

届
い
て
お
り
、
大
分
支
部
で

は
過
去
に
な
い
多
さ
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
調
査
委
員

皆
さ
ん
の
ご
努
力
と
、
一
般

の
方
々
の
「
日
本
善
行
会
」

に
対
す
る
理
解
の
深
ま
り
を

感
じ
ま
す
。
大
分
支
部
で
は

支
部
長
を
中
心
に
、
諸
問
題

に
対
し
共
通
認
識
の
場
を
持

ち
、
些
細
な
事
も
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

運
営
は
全
会
員
一
人
一
役
の

考
え
の
下
、
個
人
に
負
担
が

偏
る
事
無
く
、
横
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
楽
し
い
支
部
運

営
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ナ
で
は
パ
ネ
ル
の
前
で
支
部

会
員
が
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
ベ
ス

ト
を
着
用
し
て
説
明
を
行

い
、
日
本
善
行
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
福
井
県
支
部
記
名

入
り
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
非
行

防
止
連
鶴
な
ど
を
配
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
実
態

と
そ
の
防
止
を
訴
え
ま
し

た
。パ

ネ
ル
の
前
に
は
小
、
中

学
生
や
父
兄
が
集
ま
り
、
会

員
の
説
明
を
熱
心
に
聴
き
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
も
出
て
い

ま
し
た
。

中
学
生
と
そ
の
母
親
は「
中

学
生
に
な
っ
て
ス
マ
ホ
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
始
め
た
よ
う
だ
が
、

知
ら
な
い
う
ち
に
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
気

が
し
ま
す
。
家
族
全
員
で
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
お

り
、
我
々
の
活
動
の
趣
旨
を

理
解
し
た
よ
う
で
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

ツ
施
設
が
集
ま
る
「
小
平
中

央
公
園
」、
ゴ
ミ
焼
却
施
設

で
発
生
し
た
熱
と
井
戸
水
を

使
っ
た
「
こ
も
れ
び
の
足
湯
」

な
ど
な
ど
で
す
。

ま
さ
に
、
こ
の
「
小
平
一

周
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
」
は
、

一
年
を
通
じ
て
市
民
の
「
憩

い
の
場
」、「
ふ
れ
あ
い
の

場
」、「
健
康
づ
く
り
の
場
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　五
千
円

　法
人

　年
額

　一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　一
万
円

　法
人

　年
額

　三
万
円

③
賛
助
会
員

　個
人

　年
額

　千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

■
訂
正
と
お
詫
び

五
月
号
二
面
の
支
部

だ
よ
り
の
香
川
県
支
部

の
文
中
で
、
①
市
長
表

敬
訪
問
者
と
し
て
、
林

教
善
氏
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
林
教

善
氏
の
誤
り
で
し
た
。

ま
た
、
十
月
号
の
善
行

川
柳
で
、
大
分
県
丸
野

忠
義
氏
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
佐
藤
満

洋
氏
の
誤
り
で
し
た
。

大
林
教
善
様
、
佐
藤

満
洋
様
、
丸
野
忠
義
様

に
は
深
く
お
詫
び
を
申

し
上
げ
、
関
係
者
の
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
事
を
訂
正
を

し
重
ね
て
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

じょうすいこばし

野火止の雑木林

あじさい公園

都立小金井公園




